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はじめに

総務省 総合科学技術・イノベーション会議（2022年６月）

「Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」

メディアリテラシーを育むなかで論理や事実を吟味しながら理解し、
子供たちの「デジタル・シティズンシップ」を育成することは喫緊の課題と
なっている。

欧州評議会(2020)Digital Citizenship Education Trainers' Pack

「デジタル・シティズンシップ」

＝ デジタル技術の利用を通じて、社会に積極的に関与し、

参加する能力のこと
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デジタル・シティズンシップ教育の領域

米国Common Sense Education財団が開発した教材の６領域
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メディアリテラシーとは
※ 様々な機関によって様々に定義されている

「民主主義社会におけるメディアの機能を理解するとともに、あらゆる
形態のメディアメッセージへアクセスし、批判的に分析評価し、創造的
に自己表現し、それによって市民社会に参加し、異文化を超えて対話し、
行動する能力」（坂本、2022）

「次の３つを構成要素とする、複合的な能力のこと。

１．メディアを主体的に読み解く能力。
２．メディアにアクセスし、活用する能力。
３．メディアを通じコミュニケーションする能力。特に、情報の読み手との

相互作用的（インタラクティブ） コミュニケーション能力。」（総務省）
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ニュース・メディアリテラシーと社会科・地歴公民科

小学校学習指導要領 〔第５学年〕

２ 内容

（４）我が国の産業と情報との関わりについて，学習の問題を
追究・解決する活動を通して～

３ 内容の取扱い

（４）ア アの（ア）の「放送，新聞などの産業」については，それら
の中から選択して取り上げること。その際，情報を有効に活用す
ることについて，情報の送り手と受け手の立場から多角的に考
え，受け手として正しく判断することや送り手として責任をもつ
ことが大切であることに気付くようにすること。
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メディアリテラシーを育む授業案

ねらい① 情報の真偽を見極めようとする態度を養う

＊ 情報の真偽を判断するための視点

「だいじかな」リスト

⇒ 情報の真偽を見極めるためのチェックリスト

アメリカ図書館協会が開発した「CRAAPテスト」を、日本の学校での
授業に使いやすいように坂本旬が日本語化したもの
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「だいじかな」リストとは

だ だれ？ この情報は誰が発信したのか？

い いつ？ いつ発信されたのか？

じ 事実？ 情報は事実か？参照はあるか？

か 関係？ 自分とどのように関係するか？

な なぜ？ 情報発信の目的は何か？

⇒ 授業の展開やまとめとして活用する
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「だいじかな」リストのICT活用例 ～ スライドツール
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ニュース・メディアリテラシーと社会科・地歴公民科

中学校学習指導要領解説【社会編】 〔公民的分野〕

C 私たちと政治 ⑵ 民主政治と政治参加

イの（ア）……例えば，世論を形成し，国民の意思を政治に反
映させるに当たっては，選挙，住民運動，政党の役割やマス・コ
ミュニケーション，ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）
の働きが大きいこと，そして，言論，出版その他の表現の自由の
保障や主権者としての良識ある主体的な判断力の育成が民主政
治にとって大切であることを，国民の政治参加と関連付けて多
面的・多角的に考察，構想し，表現できるようにするなどの工夫
が大切である。
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メディアリテラシーを育む授業案

ねらい② 情報の「事実」と「意見」を区別して捉える

・新聞の社説など、メディアによる情報は、

「事実」と各社の「意見」の両方が含まれている

→「事実」と「意見」を区別して読み取ることが大切だと

理解させる
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「事実」と「意見」を区別するためのICT活用例 ～ ドキュメント作成ツール
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『新しい社会 公民』（東京書籍）より



ニュース・メディアリテラシーと社会科・地歴公民科

高等学校学習指導要領 公民「公共」

Ｂ 自立した主体としてよりよい社会の形成に参画する私たち

（ｴ）現実社会の諸課題に関わる諸資料から，自立した主体と
して活動するために必要な情報を適切かつ効果的に収集し，
読み取り，まとめる技能を身に付けること。

３ 内容の取扱い
アの（ｴ）については，……情報に関する責任や，利便性及

び 安全性を多面的・多角的に考察していくことを通して，
情報モラルを含む情報の妥当性や信頼性を踏まえた公正な
判断力を身に付けることができるよう指導すること。

12



メディアリテラシーを育む授業案

ねらい③ 多様な資料から公正に判断する

＊ 賛成意見・反対意見双方を吟味して、解決の方法を検討する

・グループ内で、賛成・反対の意見のニュース記事を検索する

・SNSでの意見を検索する

・賛成・反対双方の記事やSNSの意見を踏まえて話し合う

⇒「事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，
合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論する力を養う」のに資する
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多様な資料を整理するためのICT活用例 ～ オンライン掲示板アプリ
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例）Padlet

様々な分野で、「調べ」、「まとめ」、「議論する」のに活用可能

▲ 様々な見方・立場からの資料を収集し、整理する



まとめにかえて

合田哲雄（文化庁次長）

「すでに先生方がなさっているのはメディアリテラシー教育で

すよ。だったら、各教科に分散している学びをつなげて指導し

たり、総合的な学習（探究）の時間でテーマにしたりして、もう

少し深く学ぶ工夫をしませんか」

・主権者教育＝政治分野のメディアリテラシー教育

・成年教育＝市民としてのメディアリテラシー教育

・消費者教育＝消費社会におけるメディアリテラシー教育
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